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平成２３年度　　クラブ定時総会

創立５０周年記念事業を推進
５月５日　つつみ館　　出席２０　委任７　計２７（正員数３５）
　東日本大震災に見舞われ、茨城県も大きな被害を受けました。幸いにも県西地区は被害が軽く予定通り総会が開催されました。
JJ1ADY上野副会長の司会、JA1QAI鈴木副会長の議長で進行。22年度事業報告・決算報告の承認、23年度事業計画・予算を決議して無事終了しました。（資料は全員配布しました）
　22年度事業において、震災の関係で熱気球大会・もも祭りが中止となり、特別局8N1MOMOの対象行事がなくなったため、3月16日をもって運用を中止しました。
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3月1日～16日に運用した約1400交信は有効で「行事中止」を明記した地味なQSLカードを発行します。（レアカードになるかも？）
また、ホームページ担当を、長期にサポート頂いたJA1DKL斎藤さんに替わりJN1NVQ藤原さんを選任、再構築委員会を設けて検討しリニューアルをしました。
なお、再構築委員会の会合では検討会のあと、勉強したい人も含めてＰＣ勉強会を実施しました。

　23年度計画においては、クラブ結成50周年記念事業を加え、従来の事業を継続します。記念事業は22年度に検討会を開催し ①記念ｱﾜｰﾄﾞ発行 ②クラブ局記念カード発行③クラブ員に記念品配布 ④記念忘年会開催　を企画しました。
記念ｱﾜｰﾄﾞは、当初対象期間を6月から半年と計画しましたが、震災の関係で半年ずらし、50年記念の12月より6カ月とします。これにより3月の8N1MOMO(予定)も期間に入ります。
なお、JH1ZSBを特別局ｺｰﾙｻｲﾝに変更を検討しましたが関東エリアでは困難と判明しました。

以上
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INFORMATION





　3月11日、東北・関東地方を襲った「東日本大震災」で、JARLは中央非常通信協議会長から被災地の通信確保のためのアマチュア局の積極活用について、3月13日付けで協力要請があった。

JARLでは地震直後から情報収集活動を開始、12日からは地方局や中央局において、主に7.030MHz SSBで情報の収集と発信を開始した。

伝搬状態により他エリアの聞こえる局がサポートするという方法が取られていた。

中央局のオペレートには関東地方各支部が応援体制をとり、茨城県は3月21日、支部長（JH1WFK）、藤田氏（JR1UTI）と私の3名で担当。他にJARL事務局員、東京・埼玉支部を含め十数人体制。

　JA1RLは事務局１階、午前９時～午後５時頃迄の運用で、１時間交代、私は２度運用。

オペレート中は、約10分間隔で、「非常通信の情報収集」を行っているアナウンスで、私の担当時には通報依頼はなく、当日は全体でも４件程の情報受信だった。

　震災後から数日間、自宅で受信していたが、「物資依頼」「安否確認」etc、途切れのない程の情報量があったが、10日程経過して、情報も絞られて来たものと思われる。

　災害時、アマチュア無線はたいへん有効な通信手段で、受けた情報・依頼をどの程度処理出来るか重要。JARL名で各地対策本部への連絡はきちんと受けてもらえるとのこと。

今回、中央局としてはFAXで関係各所へ依頼し、同時にツイッターも活用し少しでも依頼者の期待に答える様に処理していた。

　運用して感じた事として、コールサインは「欧文通話表」、情報の伝達は「和文通話表」による送信が有効であるあると基本が大切ということだった。

　又、当日は被災地へのハンディートランシーバ発送準備（梱包作業）を行った。

詳細は、「Ｊ．Ｎ春号」をご覧願う。


　東日本大震災の影響で、東京電力の原子力発電所が操業停止に成った関係で、計画停電を実施すると発表されたのを受け、自前の発発点検と予備電池のチェックを行った。

　7Ａｈと20Ａｈの密閉タイプだが、普段トリクル充電のみで負荷は掛けていなかった為か、即、容量が無くなってしまった。普段から充放電を行っていないと役に立たない事を改めて痛感した次第。

　ハンディートランシーバも「充電式電池」以外に「乾電池パック」が使用出来るとFB。

もしもの時に備えて普段から準備しておきたいもの。

　電話回線は、通話が輻輳し回線がパンクする恐れが生じる場合、携帯電話は勿論のこと、固定電話も「災害時緊急電話」（正式名称は？）登録してある回線以外は通話規制が掛る。
又、FAX付・多機能電話は電源なければ使用出来ないので、電源不要の電話機が必要。


JARLへ届けるため預かったカードのなかに、改善したほうがいいなあと思われる例がいくつかあったので・・・・・

Ⅰ　カードの書き方

　　　受け取った相手が「一目了然」わかるように！　考えさせてはいけません。

１．時刻はＪＳＴかＵＴＣか明記すること

「国内から国内だからJSTにきまっている」なんて勝手に決めてはいけません。

相手はＤＸとやっている人かもしれません。きちんと明記し24時間制で。

２．日付は西暦で年月日が明瞭に判るように

22.8.9. =平成22年8月9日か1922年8月9日か2009年8月22日か・・？。

年月日の順番は「主義」があって年月日と並べる習慣とは限らない。年月日がわかる書き方をしましょう。
	 年　 月　　日
	
	     DATE
	
	 M  D   Y

	2010.  8.  9
	
	D  9  M Aug.  Y2010
	
	  8   9  2010


３．手書きの場合、似たような文字の区別を明確に

パソコンで印刷する場合は形が違うので判読できるが、手書きの場合は、はっきりとわかるように書いたほうがよいです。
O（ｵｳ）と0（数字の0）、I（ｱｲ）と1（数字の1）、Z（ｾﾞｯﾄﾞ）と2（数字の2）等

Iと1が全く同じ書き方の例がありました。

コールサインは大文字が原則ですが、i等小文字が混じっても判り易く書きましょう。
Ⅱ　カードの並べ方

QSLビューローの作業を早く・正確にするため、カードは基準に沿って並べてください。

まったく意識していないでバラバラの例がありました。私が並べて出しておきました。

下記の順に並べてください。サフィックスもABC順に並べてください。

①　1エリア ：　2文字コール、JA1,JD1,JE1,JF1・・・・

②　2エリア ：　2文字コール、JA2,JE2,JF2・・・・・・

　　　　↓

⑩　0エリア ：　2文字コール、JA0,JE0,JF0・・・・・・

⑪　7始まり ：　7J1～7J0、7K1～7K4、7L1～7L4、7M1～7M4、7N1～7N4

⑫　特別局　 ：　8J1～8J0,8N1～8N0

⑬　ＳＷＬ 　：　JA1～JA0　番号の小さい順に

⑭　外国局　 ：　国別・コールサイン順　

Ⅲ　コールサインの書き方　
　　QSLカードに限らず、コールサインの書き方（表し方）に誤りが見受けられます。

　　　誤り例　JH1‐WFK（ハイフンを入れる）　　JH1  WFK（スペースを入れる）  

　　コールサイン（識別信号）は、プレフィックスとサフィックスで一体のものです。

　　JH1WFK と連続して表すようにしましょう。

映画「白夜行」撮影支援　　モールスはミステリアス？
JH1WFK 深津

　前号で「前ふれ」をした経験談を紹介します。

「白夜行」という物語は、何ともおどろおどろしいサスペンスです。主役の男女が、殺害したりダメージを与える人物の名前を「モールス符号」を使って連絡し合うという、原作にはない場面のお手伝い。インターネット・携帯端末時代にモールス通信はミステリアスなんでしょうねえ。時代設定は「昭和55年」とのこと。撮影場所が古河なのでJARL事務局⇒JH1UBU地方本部長⇒JH1WFKと回ってきたもの。
　主役男女は子ども時代にモールスを覚えるが、その場面の「モールスの送り方」を子役に教えてほしい。「光によるモールス符号の送信」を代行してほしい。符号は和文。

　JA1HHF日高さんと私でサポートしました。光によるモールス符号の送信は、簡単ではありません。まして、手鏡を使うのは「手ぶれ」を防止する大変な工夫が必要。「映画だからいいじゃん」とはいえ、あまり非現実的な
方法はとりたくなく、スタッフと相談して「これなら」という方法で実行。子役の今井くんは見事にこなし感心。送信練習でのキー操作も結構のみこみよく「ハロー」「アソボ」「リヨウジ」「オナマエハ」等を覚えちゃう。

　長くなるので小生のホームページに紹介しているので見てください。

　　http://homepage3.nifty.com/fukatcha/
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新会員紹介　ＪＧ１ＴＳＷ　大石 智久さん、４３０ＭＨｚ ＤＶモードを中心にオンエア
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最近のスケジュール
	月日
	行　　事
	場　　 所
	備　　 考

	6/　5
	茨城県支部会議
	那珂市
	

	6/12
	クラブ定例ミーティング
	つつみ館
	

	　　7/2-3
	オール茨城コンテスト第Ⅱ部
	
	6m&Down併設

	　7/23-24
	栃木・茨城合同ミーティング
	栃木県
	

	　　8/6-7
	フィールドデーコンテスト
	前日光牧場ほか
	

	　8/27-28
	ハムフェア
	東京ビッグサイト
	工作教室支援

	　8/27
	非常通信訓練
	
	

	　　9/18
	茨城県支部会議
	
	

	　　9/25
	クラブ定例ミーティング
	つつみ館
	


☆編集部より　。

　3.11三陸沖巨大地震は未曽有の爪痕を残しました。茨城も大変な被害を受けました。
非常通信について、様々な課題を突き付けられたように思われます。
２０１１年　５月号 �　古河アマチュア無線クラブ �ＪＡＲＬ登録 14-1-9　クラブ局 JH1ZSB �　代表:JI1WLB　事務局:JH1NXU　編集:JH1WFK

















東日本大震災におけるＪＡＲＬ中央局（ＪＡ１ＲＬ）運用


JH1NXU 井口　





ＱＳＬカードの書き方・送り方


相手がわかりやすいように・ビューローの作業がし易いように JH1WFK　　








ＪＰ１ＹＩＫ　レピータ会員総会


　5月5日　つつみ館において開催。資料は全員に送付しました。


今年度課題として、震災の経験に基づき、非常電源としてバッテリ装備・機器収容ケースの取替を実施することになり、ワーキンググループを選任しました。


JI1WLB JH1NXU JS1XIC JA1QAI JR1UTI JN1NVQ JH1WFK


 リモコン局JP1ZIBは使用実績がないため廃局することにしました。





計画停電に備えて　電源確保は？　　　　JH1NXU  井口





撮影に使われた住吉自治会館

















